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■ ポイント 

 富山県で実施された特定健診のデータを解析した結果、糖尿病※１）を発症する前の体重

変化に、肥満かどうかによって異なる傾向があることが明らかになりました。 

 肥満の人では、糖尿病発症前に体重が平均的に増加していましたが、肥満でない人では、

発症前の体重が平均的に減少傾向にありました。 

 さらに、肥満でない人の中では、発症前に体重が減少した人の方が、増加した人よりも

有意に多いことも分かりました。 

 これまで糖尿病は、体重の増加とともに発症すると考えられてきましたが、今後は、や

せ型で体重が減少傾向にある人も糖尿病発症に注意する必要があることが示唆されま

した。 

 

 

図１：糖尿病発症前の体重変化 

  

糖尿病発症前の体重変化に新たな傾向を発見 
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■ 概要 

富山大学未病研究センターの研究グループは、富山県で実施された特定健診のデータ（北

陸予防医学協会提供）を解析し、糖尿病※１）を発症する前の体重変化に、肥満かどうかによ

って異なる傾向があることを明らかにしました。肥満の人では、糖尿病発症前に体重が平均

的に増加していましたが、肥満でない人の中には、糖尿病の発症前に体重が減少するサブタ

イプがいることが明らかとなりました。これまで糖尿病は、体重の増加とともに発症すると

考えられてきましたが、今後は、やせ型で体重が減少傾向にある人も糖尿病発症に注意する

必要があることが示唆されました。 

本研究成果は、「Endocrine Journal」に 2025 年 9 月 25 日（日本時間）に掲載されまし

た。 

 

■研究の背景 

東アジア系人種は、ヨーロッパ系人種と比較して、より低い体重でも糖尿病を発症しやす

いことが知られています。その背景には、両者の間で異なる糖尿病発症メカニズムが関与し

ていると考えられています。本研究では、日本人における肥満者（BMI≧25 kg/m²）と非肥

満者（BMI＜25 kg/m²）でそれぞれの体重変化の特徴と、糖尿病発症との関連を検討しまし

た。 

 

■研究の内容・成果 

本研究は、一般財団法人 北陸予防医学協会(富山県)の健康診断データを用いた後ろ向き

観察コホート研究です。対象者は 9,260 名で、観察開始から 3 年以内に糖尿病を発症した

者を除外した結果、最終的に 259名が新たに糖尿病を発症しました。 

解析の結果、肥満群では糖尿病発症前に BMI が増加し、その後やや低下する傾向がみられ

ました。一方、非肥満群では糖尿病発症前に BMI が減少し、安定する傾向が示されました。

特に、糖尿病発症前の BMI 変化が年間−0.15 kg/m²以下であった者は、＋0.15 kg/m²以上で

あった者よりも有意に多く認められました（p＝0.003）。 

これらの結果は、非肥満者において体重減少が糖尿病発症の前兆である可能性を示して

おり、従来の「体重減少＝健康改善」という認識では見逃されるリスク層が存在することを

意味します。 

したがって、糖尿病の診断基準には達していないものの血糖値が高めの非肥満者は、高リ

スク群として早期に介入することが重要です。特に、体重減少を目的としない、血糖管理に

焦点を当てた生活習慣指導が求められます。 

本研究は、日本人における糖尿病予防の新たな視点を提供するものであり、個別化医療の

推進に資することが期待されます。 

 



 

■今後の展開 

今後は前向き研究として、インスリン分泌能を評価し、個別化医療のさらなる進展を図り

たいと考えています。また本研究の成果を地域社会へ還元し、肥満を伴わない糖尿病の発症

予防を目指して、最適な食事・運動療法の検討を進めていく予定です。 

 

【用語解説】 

※１）糖尿病 

血糖値が慢性的に高い病気。新しい呼称「ダイアベティス」が提案されているが、本稿

では一般的な「糖尿病」とした。 
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本研究は、JST ムーンショット型研究開発事業（助成番号：JPMJMS2021）の支援を受けて実
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